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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 上記の論文に対して審査を行い，本研究は大気圏再突入時における電波通信ブラック
アウト環境の詳細を解明したものであり，この研究成果は電波通信ブラックアウト下に
ある超小型宇宙機の通信手法の構築に大きく貢献したことが認められた． 
審査会，公聴会において，大気圏再突入時における電波通信ブラックアウト環境，なら
びにこの環境下にある超小型宇宙機の通信技術開発のための様々な質問にも適切に対
処した． 
 さらに，本博士論文ならびに査読付き雑誌論文６編，国際会議論文１７編の作成の過
程において，本人の高い研究能力が証明されたので，本人が博士号を授与されるのに相
応しい素養を身に付けていると判断した．以上により，論文調査および最終試験の結果
に基づき，審査委員会において慎重に審査した結果，本論文が博士（工学）の学位に十
分値するものであると判断した． 
